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新
羅
・
崔
並
塩
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

竹

村

り貝

一
丁
そ

一二三
四五六

は
じ
め
に

崔
致
遠
伝
を
め
ぐ
っ
て

「
撤
黄
巣
書
」
の
文
体

崔
致
遠
と
羅
隠
の
交
遊

崔
致
遠
と
顧
雲
の
交
遊

ま
と
め

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
道
徳
文
章
、
我
が
東
方
の
第
一
人
」
と
推
称
さ
れ
る
千
古
遠
（
八
五
七
l
P
）
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
祖
国
の
韓
国
に
お
い
て
、
国

家
的
な
英
雄
と
し
て
許
多
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
日
本
や
中
国
に
お
い
て
は
、
幾
つ
か
の
優
れ
た
先
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

論
著
は
存
在
す
る
も
の
の
、
本
格
的
総
合
的
に
研
究
が
着
手
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
直
接
の
関
係
が
無
か
っ
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新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

た
日
本
に
お
け
る
崔
致
遠
研
究
は
、
主
と
し
て
日
本
と
関
係
の
深
か
っ
た
新
羅
史
研
究
の
一
環
と
し
て
端
緒
が
開
か
れ
て
い
る
面
が
あ

る
。
一
方
、
晩
唐
の
詩
人
従
横
や
羅
隠
と
の
直
接
の
交
遊
が
認
め
ら
れ
る
中
国
に
お
い
て
は
、
崔
致
遠
の
関
係
資
料
は
、
『
桂
苑
筆
耕
集
』

の
中
国
本
土
に
お
け
る
長
期
散
秩
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
近
世
を
通
じ
て
長
ら
く
未
報
告
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
清
末
以
後
、
『
海
山
仙

館
叢
書
』
や
『
四
部
叢
刊
』
に
『
桂
苑
筆
耕
集
』
が
輯
録
さ
れ
、
ま
た
今
日
で
は
『
全
唐
詩
』
供
詩
と
し
て
崔
致
遠
詩
が
補
入
さ
れ
て

　
　
ヨ
　お
り
、
研
究
環
境
が
漸
次
整
い
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
小
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
特
に
中
国
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
崔
致
遠
と
顧
雲
や
羅
隠
と
の
交
遊
に
注
目
し
て
考

察
し
、
晩
唐
と
新
羅
の
文
人
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
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二
　
崔
致
遠
伝
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
趣
致
遠
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
や
や
後
世
に
な
る
が
、
高
麗
・
金
富
載
『
三
国
史
記
』
巻
四
六
に
簡
潔
に
述
べ
る
ほ
か
、
「
孤
雲
先
生

　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

事
蹟
し
に
関
連
記
事
を
網
羅
す
る
。
至
人
で
は
今
西
龍
「
新
羅
崔
致
遠
伝
」
、
ま
た
今
日
で
は
周
藤
吉
之
「
新
羅
末
の
文
士
頭
痛
遠
伝
」
、
崔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
成
『
崔
致
遠
の
哲
学
思
想
』
に
も
「
崔
襲
職
年
譜
」
が
附
せ
ら
れ
て
お
り
、
伝
記
記
録
の
概
要
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
小
節
は
、
二
歩
遠
の
渡
唐
お
よ
び
在
唐
時
に
関
す
る
伝
記
記
事
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、
以
下
、
二
面
遠
伝
に

お
い
て
、
特
に
（
A
）
渡
唐
故
事
、
（
B
）
賓
貢
試
に
つ
い
て
、
問
題
を
絞
っ
て
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
小
稿
の
目
的
で
あ
る

羅
隠
や
顧
雲
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
論
じ
る
。



　
　
（
A
）
　
渡
唐
紀
事
に
つ
い
て

　
　
崔
致
遠
の
渡
唐
に
つ
い
て
は
、
『
桂
苑
筆
耕
集
』
自
序
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
次
の
証
言
が
あ
る
。

　
　
臣
華
年
十
二
、
離
家
西
浸
。
當
乗
俘
里
謡
、
亡
父
誠
之
日
、
十
年
目
第
進
士
、
則
勿
謂
捨
児
、
吾
亦
不
霊
有
兎
。
（
臣
は
年
十
二
よ

　
　
り
、
家
を
離
れ
て
西
に
亡
べ
り
。
俘
に
乗
る
の
際
に
当
り
て
、
亡
父
之
に
奨
め
て
曰
く
、
十
年
進
士
に
第
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
吾
が

　
　
児
と
謂
ふ
な
か
れ
、
吾
も
ま
た
児
有
る
と
謂
は
ざ
ら
ん
と
。
）

　
こ
こ
に
は
、
ま
だ
童
顔
十
二
歳
の
可
愛
い
我
が
子
を
西
方
の
中
国
へ
送
り
出
す
厳
父
崔
肩
逸
の
ス
パ
ル
タ
魂
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の

文
は
、
十
八
年
後
の
崔
致
遠
三
十
歳
、
新
羅
・
憲
康
王
へ
の
上
奏
文
中
に
述
べ
ら
れ
た
若
年
の
回
想
で
あ
り
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
相

応
の
美
化
を
勘
案
す
る
と
し
て
も
、
厳
父
の
厳
命
は
ほ
ぼ
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
我
が
子
が
可
愛
く
な
い

親
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
一
体
、
十
二
歳
の
少
年
の
旅
中
の
お
世
話
、
旅
途
の
費
用
、
そ
れ
に
中
国
到
着
後
の
生
活
の
面
倒
は
誰

が
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
「
十
年
で
科
挙
の
進
士
に
及
第
せ
よ
、
さ
も
な
く
ば
親
子
の
縁
を
切
る
」
な
ど
と
い
う
激
烈
な
言
辞

は
、
何
か
実
現
可
能
な
背
景
が
あ
っ
て
の
も
の
か
、
或
い
は
、
可
愛
さ
の
余
り
半
狂
乱
に
な
っ
た
親
が
口
に
し
た
出
任
せ
な
の
か
、
今

日
の
映
画
や
ド
ラ
マ
、
漫
画
の
一
シ
ー
ン
に
で
も
十
分
使
え
そ
う
な
崔
肩
逸
の
こ
の
科
白
は
、
ど
う
や
ら
そ
れ
が
事
実
ら
し
い
だ
け
に

一
層
興
味
を
惹
か
れ
る
。

　
結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
当
時
、
新
羅
と
大
唐
と
は
国
家
・
民
間
と
も
に
か
な
り
密
接
な
交
流
が
あ
り
、
崔
致
遠
少
年
が
乗
っ

た
船
も
、
恐
ら
く
は
そ
の
間
を
往
復
す
る
貿
易
船
の
一
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
先
方
の
中
国
に
は
、
彼
を
受
け
入
れ
る
新
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

人
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
ま
た
、
進
士
及
第
に
つ
い
て
は
、
既
に
崔
致
遠
よ
り
以
前
に
賓
貢
進
士
と
な
っ
た
避
暑
翠
蔓
の

先
例
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
崔
肩
輿
は
こ
れ
ら
の
諸
情
況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
ま
だ
童
顔
の
可
愛
い
我
が
子
を
中
国
へ
旅
に
出
し

た
の
で
あ
り
、
決
し
て
無
謀
に
我
が
子
を
異
邦
へ
と
突
き
放
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に

つ
い
て
、
先
達
の
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
順
次
論
述
し
て
い
き
た
い
。

2
9
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新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
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て

　
九
世
紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
と
新
羅
、
日
本
を
め
ぐ
る
文
化
交
流
の
実
態
を
知
ろ
う
と
す
る
時
、
細
部
の
具
体
記
述
に
乏

し
い
憾
み
の
あ
る
『
唐
書
』
『
資
治
通
鑑
』
等
の
公
的
記
録
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
、
我
々
は
、
本
人
が
直
に
記
録
し
た
第
一
級
の
直
接
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

料
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
八
三
八
年
か
ら
八
四
七
年
置
渡
る
中
国
旅
行
の
見
聞
を
具
に
記
録
し
た
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
円
仁
が
山
東
半
島
か
ら
東
海
を
横
断
し
、
新
羅
沿
岸
を
経
由
し
て
日
本
に
帰
着
し
た
の
は
八
四
七
年
の
事
で
あ
り
、

こ
の
時
期
は
、
崔
致
遠
が
中
国
に
赴
い
た
八
六
八
年
を
隔
た
る
、
僅
か
二
十
年
ば
か
り
前
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
円
仁
の
見
聞

と
し
て
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
中
に
記
さ
れ
た
新
羅
や
中
国
に
関
す
る
記
録
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
崔
郵
程
と
同
時
代
の
実
状
と
し
て

適
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
お
い
て
、
円
仁
の
見
聞
と
し
て
再
三
に
渉
っ
て

記
録
さ
れ
た
新
羅
人
の
海
上
交
通
や
中
国
に
お
け
る
広
範
囲
に
わ
た
る
活
動
の
実
態
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
今
西
龍
『
新
羅
史
研
究
』
所
収
「
慈
覚
大
師
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
を
読
み
で
」
第
四
節
「
新
羅
人
の
航
海
術
と
之
に
頼
り
た

る
日
唐
の
交
通
」
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　
唐
に
於
け
る
新
羅
人
は
、
南
方
に
満
て
は
楊
州
の
方
面
よ
り
運
河
に
沿
ひ
て
濡
し
、
楚
州
を
一
中
心
と
し
、
大
鷲
の
沿
岸
に
或
は

　
　
更
に
東
北
に
塩
河
を
以
て
海
州
方
面
に
数
多
居
住
し
、
北
方
に
於
て
は
山
東
半
島
の
根
元
た
る
温
州
大
岸
山
よ
り
論
叢
乳
山
に
、

　
　
更
に
繁
し
て
半
島
の
東
南
隅
た
る
赤
山
に
締
り
、
尚
ほ
半
島
の
東
北
隅
た
る
成
山
に
及
び
、
赤
山
は
其
中
心
地
た
り
し
な
り
。
…

　
　
新
羅
人
が
商
人
と
し
て
船
舶
の
所
有
者
と
し
て
、
或
は
水
夫
と
し
て
（
農
民
も
あ
り
た
る
べ
し
）
多
数
前
記
地
方
に
在
留
せ
る
に
、

　
ま
た
、
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
第
一
巻
四
五
五
頁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
新
羅
は
唐
に
対
し
て
黙
諾
関
係
に
あ
り
、
近
隣
と
い
う
地
理
的
関
係
と
相
俊
ち
、
使
節
や
留
学
の
た
め
の
往
還
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
っ

　
　
た
。
こ
う
し
た
原
因
も
加
わ
っ
て
、
新
羅
人
は
九
世
紀
に
お
け
る
極
東
海
上
貿
易
の
担
当
者
と
な
っ
て
東
シ
ナ
の
海
上
乃
至
沿
海

　
　
に
お
い
て
華
々
し
い
活
動
を
行
っ
た
。

3
0



　
更
に
同
著
第
四
巻
四
〇
三
頁
「
二
黒
と
新
羅
人
」
に
お
い
て
は
、
「
新
羅
人
の
沿
海
活
動
」
の
項
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
今
、
新
羅
の
船
舶
の
寄
港
し
た
山
東
の
沿
海
の
地
方
名
を
数
え
る
と
、
三
州
莱
蓬
県
、
文
登
県
成
山
甫
・
同
赤
山
甫
・
牟
平
等
盧

　
　
山
・
乳
山
下
・
郡
山
甫
、
密
州
諸
城
県
の
大
州
山
回
馬
甫
・
同
圃
場
台
・
海
州
東
海
県
・
沼
田
漣
水
眼
・
欧
州
・
揚
州
・
明
州
・

　
　
蘇
州
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
新
羅
人
の
海
上
活
動
は
こ
れ
に
対
応
し
て
そ
の
土
地
に
居
留
民
を
定
住
せ
し
め
る
結
果
と
な
っ
た

　
　
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
蘇
州
・
漣
水
県
な
ど
に
は
そ
れ
ぞ
れ
新
羅
坊
、
す
な
わ
ち
居
留
民
区
が
あ
り
、
…
赤
山
甫
・
乳
山
門
・

　
　
郡
山
甫
な
ど
に
も
そ
れ
ぞ
れ
新
羅
人
の
部
落
が
あ
り
、
…

と
述
べ
て
、
唐
に
お
け
る
新
羅
人
集
落
の
存
在
を
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
そ
し
て
、
E
・
0
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
…
『
円
仁
　
唐
代
中
国
へ
の
旅
』
第
八
章
「
中
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
」
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
記
述

が
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
新
羅
人
の
存
在
の
大
き
さ
に
注
目
す
る
。

　
　
中
国
の
都
の
街
角
を
往
来
す
る
外
国
人
の
中
に
、
大
勢
の
朝
鮮
人
た
ち
が
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
は
決
し
て
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　
　
実
際
、
円
蓋
の
日
記
と
他
の
多
く
の
歴
史
の
資
料
と
は
、
朝
鮮
人
た
ち
が
そ
こ
に
住
む
外
国
人
の
中
で
最
も
大
勢
で
あ
り
、
他
の

　
　
外
国
人
た
ち
よ
り
も
徹
底
し
て
中
国
の
生
活
に
入
り
込
ん
で
、
彼
ら
自
身
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
（
「
宮

　
　
中
の
朝
鮮
人
」
）

　
　
朝
鮮
人
の
貿
易
商
社
会
は
山
東
半
島
の
南
岸
一
帯
及
び
銀
河
の
下
流
一
帯
に
集
中
し
て
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
合
わ
せ
る
と
、
朝
鮮

　
　
と
大
唐
帝
国
と
の
中
心
を
結
ぶ
自
然
の
水
路
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
と
そ
の
東
の
隣
邦
諸
国
と
の
間
の
貿
易
に
お
け

　
　
る
主
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
終
着
港
）
は
明
ら
か
に
楚
州
で
あ
っ
た
。
…
楚
州
に
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
大
き
な
朝
鮮
租
界
が
あ
り
、

　
　
朝
鮮
人
の
総
督
（
惣
官
）
が
い
て
、
朝
鮮
人
地
域
の
行
政
を
司
っ
た
程
、
巨
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
「
沿
岸
の
貿
易
商
」
）

　
以
上
の
挙
例
は
、
主
に
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
記
録
さ
れ
た
中
国
に
お
け
る
新
羅
人
社
会
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
僅
か
二
十
年
の
時
間
差
か
ら
し
て
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
崔
致
遠
の
青
雲
の
志
を
立
て
た
渡
期
時
の
情
況
に
合
致
す

3
1

新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て



新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

る
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
当
時
既
に
新
羅
と
中
国
と
の
交
流
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
り
、
船
舶
に
よ
る
海
上
貿

易
ル
ー
ト
や
唐
に
お
け
る
新
羅
人
社
会
も
確
立
し
て
お
り
、
崔
致
遠
の
渡
唐
は
、
未
熟
な
十
二
歳
と
い
う
年
齢
こ
そ
不
安
が
あ
る
も
の

の
、
海
上
船
舶
の
ル
ー
ト
や
在
唐
生
活
に
つ
い
て
は
、
既
に
か
な
り
成
熟
し
た
受
入
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
父
親
崔
肩
逸
の
厳
命
に
あ
っ
た
「
十
年
以
内
の
進
士
合
格
」
と
は
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
蓋
然
性
に
基
づ

い
た
発
言
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
に
お
い
て
、
当
時
の
科
挙
制
に
お
け
る
賓
貢
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3
2

　
　
（
B
）
　
賓
貢
試
に
つ
い
て

　
清
・
徐
松
『
登
科
記
考
』
巻
二
十
三
、
諮
宗
威
通
十
五
年
（
八
七
四
）
の
登
科
録
に
、
顧
雲
と
並
ん
で
崔
致
遠
の
名
が
見
え
る
。
座

主
は
礼
部
侍
郎
斐
讃
で
あ
っ
た
。
先
の
反
歯
よ
り
六
年
後
、
刻
苦
勉
励
し
た
崔
致
遠
は
、
約
束
を
四
年
も
前
倒
し
し
て
、
十
八
歳
で
見
事

に
厳
父
の
期
待
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
実
に
『
桂
苑
筆
耕
集
』
自
序
に
述
べ
る
よ
う
に
、
「
人
事
之
、
己
千
之
」
（
人
の
之
を
百
た
び
す

る
や
、
己
之
を
千
た
び
す
）
る
ほ
ど
の
猛
勉
強
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
崔
致
遠
の
こ
の
快
挙
は
賓
貢
に
よ
る
合
格
で
あ
っ
た
。
賓
貢
（
ま
た
は
賓
薦
と
も
）
は
、
外
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
外
国

籍
の
下
士
に
認
め
ら
れ
た
特
別
の
称
号
で
あ
る
。
天
子
に
忠
実
に
仕
え
、
国
家
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
能
吏
の
登
用
試
験
と
し
て
千
歳
百

年
の
長
き
に
亘
っ
て
整
備
発
達
し
た
科
挙
試
は
、
多
く
の
場
合
、
受
験
者
は
漢
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
が
、
賓
貢
は
、
例
外
と

し
て
友
好
的
な
上
貢
国
か
ら
も
進
士
合
格
を
認
め
た
特
別
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、
如
露
が
適
用
さ
れ
る
外
国
は
中
国
と
経
済
的
文
化

的
に
も
深
い
交
流
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
唐
代
に
お
い
て
、
崔
致
遠
の
祖
国
で
あ
る
新
羅
に
賓
貢
の
特
待
制
度
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
、
そ
の
背
景
に
、
六
六
〇
年
代
に
両
国
が
連
合
し
て
、
百
済
や
日
本
、
高
句
麗
を
撃
破
し
て
以
来
続
く
唐
朝
と
新
羅
と
の
密

接
な
交
流
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V

　
閻
文
選
『
幾
代
貢
挙
制
度
』
八
四
頁
に
、
大
白
に
つ
い
て
次
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
引
用
文
の
後
に
顕
著
な
賓
判
例
と
し
て
崔
致
遠
に



言
及
す
る
。

　
　
唐
桑
は
中
国
中
古
封
建
社
会
に
お
け
る
最
盛
期
で
あ
り
、
当
時
は
四
隣
各
国
と
政
治
、
文
化
、
経
済
上
の
往
来
が
頻
繁
で
あ
っ
た
。

　
　
四
隣
諸
国
も
続
々
と
役
人
や
留
学
生
を
唐
に
派
遣
し
て
政
治
や
文
化
の
交
流
を
進
め
、
多
く
の
商
人
も
唐
に
来
て
商
売
を
し
た
。

　
　
彼
ら
及
び
彼
ら
の
子
孫
の
幾
ら
か
が
、
唐
朝
の
推
薦
選
抜
試
験
に
加
わ
り
、
科
挙
試
に
参
加
し
て
そ
の
合
格
を
許
さ
れ
る
こ
と
を

　
　
要
求
し
た
。
そ
の
資
格
を
認
め
ら
れ
た
も
の
を
賓
貢
と
称
す
る
。

　
賓
貢
は
特
別
制
度
で
あ
っ
た
た
め
か
、
本
体
の
科
挙
史
の
記
述
か
ら
漏
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
止
血
非
・
王
小
壁
等
『
中
耳
関
係
史
』

　
　
　
（
1
0
）

（
古
代
巻
）
一
三
四
頁
、
「
唐
に
赴
い
た
新
羅
留
学
生
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
唐
に
学
ぶ
外
国
留
学
生
は
新
羅
の
学
生
が
最
も
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
国
家
に
よ
る
派
遣
と
私
的
に
中
国
に
来
た
者
と
の
両
類
に
分

　
　
け
ら
れ
る
。
前
者
は
主
に
唐
の
両
京
（
長
安
・
洛
陽
）
国
士
監
所
属
の
各
学
館
に
学
び
、
後
者
も
各
州
県
に
あ
る
官
学
で
勉
強
し

　
　
た
。
凡
そ
官
学
で
学
ぶ
新
羅
学
生
は
、
皆
公
費
の
支
給
を
受
け
た
。
唐
朝
か
ら
食
糧
の
支
給
、
宿
舎
の
提
供
、
税
や
労
役
の
免
除

　
　
を
受
け
、
衣
食
費
は
百
雷
寺
か
ら
支
給
さ
れ
、
書
物
代
は
新
羅
朝
か
ら
発
給
さ
れ
た
。
新
羅
学
生
は
卒
業
後
、
賓
付
議
の
試
験
を

　
　
受
け
ら
れ
、
合
格
者
は
唐
で
の
任
官
が
で
き
た
。

　
恐
ら
く
は
官
費
留
学
生
で
は
な
い
、
苦
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
私
費
留
学
生
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
崔
致
遠
が
、
果
た
し
て
こ
こ
に
述

べ
る
よ
う
な
留
学
生
優
遇
措
置
を
ど
れ
だ
け
享
受
で
き
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

崔
致
遠
が
留
学
し
た
当
時
は
、
新
羅
か
ら
の
留
学
生
は
国
家
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
た
し
、
少
な
く
と
も
異
境
に
た
だ
一
人

学
ぶ
心
細
さ
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
『
東
文
選
』
巻
八
四
所
収
の
崔
渥
「
送
奉
使
李
中
父
還
朝
込
」
に
よ
る
と
、

　
　
進
士
取
人
本
学
於
唐
。
長
慶
初
、
有
金
雲
卿
者
、
始
以
新
羅
賓
貢
、
題
名
皇
師
禮
膀
。
由
此
以
至
天
祐
終
、
凡
干
飯
玉
壷
者
五
十

　
　
有
八
人
、
五
代
梁
唐
又
三
十
有
二
人
。

3
3

新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て



新
羅
∴
羅
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

と
あ
り
、
唐
綴
の
新
羅
人
の
悪
難
科
進
士
が
公
器
初
年
（
八
二
一
）
の
金
雲
卿
を
始
め
と
し
て
、
晩
唐
天
佑
末
年
（
九
〇
七
）
に
至
る

ま
で
五
十
八
人
に
上
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
文
は
、
後
半
に
お
い
て
、
当
然
な
が
ら
「
評
家
文
昌
公
」
た
る
栄
あ
る
遠
祖
蜜
準
々
の

賓
貢
の
履
歴
に
も
言
及
す
る
の
で
あ
る
が
、
賓
課
試
の
実
態
に
つ
い
て
貴
重
な
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
所
謂
賓
貢
科
者
、
毎
自
薦
試
、
附
名
膀
尾
、
不
得
與
諸
人
薗
。
所
除
多
卑
冗
、
或
便
放
蹄
。
（
所
謂
賓
貢
聖
な
る
者
は
、
課
試
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

　
　
ご
と
に
、
名
を
増
尾
に
附
し
、
諸
人
と
並
ぶ
こ
と
を
得
ず
。
照
せ
ら
る
る
所
も
諸
賢
多
く
、
或
い
は
便
ち
放
帰
せ
し
め
ら
る
。
）

　
つ
ま
り
、
特
別
試
験
で
あ
る
賓
貢
科
は
、
通
常
の
正
科
の
進
士
合
格
者
と
全
く
同
列
の
扱
い
で
は
な
く
、
仮
に
任
官
し
て
も
卑
職
で

あ
り
、
帰
国
す
る
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
睾
丸
を
、
中
国
へ
上
貢
す
る
諸
外
国
に
対
す
る
一
種
の
懐
柔
策
と
考
え
れ
ば
、

主
催
者
の
中
国
が
自
国
に
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
形
式
上
の
栄
冠
（
名
誉
称
号
）
の
み
を
賦
与
し
、
中
国
の
内
政

に
深
く
関
わ
る
官
吏
と
し
て
の
実
質
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
他
、
引
用
は
省
略
す
る
が
、
楊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

昭
全
・
韓
俊
光
『
中
朝
関
係
簡
史
』
八
四
～
九
一
頁
に
も
、
来
唐
の
新
羅
留
学
生
の
ほ
か
、
僧
侶
・
商
人
・
農
民
を
含
め
て
、
唐
一
新
羅

の
国
際
交
流
に
つ
い
て
叙
述
す
る
。

　
さ
て
、
自
ら
も
深
く
関
わ
っ
た
賓
貢
に
関
す
る
壷
鐙
遠
の
発
言
を
『
桂
苑
筆
耕
集
』
に
求
め
る
と
、
断
片
的
な
が
ら
、
『
桂
苑
筆
耕
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

巻
十
八
「
前
湖
南
観
察
巡
官
嚢
瞭
啓
」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
但
縁
蓄
髪
門
生
、
山
肥
論
賓
貢
。
鴛
鷺
之
與
嬢
蟻
、
感
恩
皆
同
、
多
士
之
與
遠
人
、
報
徳
何
異
。
（
但
だ
既
に
門
生
た
る
を
響
く
す
る

　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず

　
　
に
縁
り
て
、
壼
に
毒
性
た
る
を
論
ぜ
ん
や
。
選
曲
の
嬢
蟻
に
与
か
る
や
、
恩
を
感
ず
る
は
皆
同
じ
く
、
多
士
の
遠
人
に
与
か
る
や
、

　
　
徳
に
報
い
る
に
何
ぞ
異
な
ら
ん
。
）

　
こ
こ
で
玉
歩
遠
は
、
正
規
の
進
士
と
外
来
の
賓
貢
た
る
自
分
を
塗
箸
（
高
貴
な
鳥
）
と
嬢
蟻
（
虫
け
ら
）
、
或
い
は
多
士
と
遠
人
の
評

語
で
対
比
し
、
賓
貢
生
た
る
自
分
を
卑
下
し
な
が
ら
、
恩
徳
で
は
決
し
て
負
け
な
い
自
負
を
示
す
。
こ
こ
に
崔
致
遠
が
自
ら
言
及
す
る

賓
貢
は
、
先
に
挙
げ
た
崔
灘
「
送
奉
使
李
中
男
芸
朝
霧
」
の
論
調
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
外
国
人
留
学
生
と
し
て
の
賓
纂
録

忽



格
が
確
か
に
大
変
な
名
誉
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、

か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

所
詮
は
「
化
外
の
民
」
に
対
す
る
唐
朝
の
特
別
の
恩
典
で
し
か
な

三
　
「
撤
黄
巣
書
」
の
文
体

　
や
が
て
准
南
節
度
使
清
掻
の
幕
下
に
入
っ
た
第
四
遠
は
、
時
に
狙
獄
を
極
め
て
い
た
勘
忍
の
乱
の
鎮
静
化
を
ね
ら
っ
て
、
「
広
明
二
（
八

八
一
）
年
七
月
八
日
」
の
日
付
を
有
す
る
立
文
「
激
黄
巣
書
」
を
代
作
す
る
。
全
文
九
六
六
字
か
ら
成
る
こ
の
長
大
な
激
文
を
、
小
稿

で
全
部
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
趣
致
遠
の
代
表
的
な
四
六
文
の
特
徴
を
論
ず
る
た
め
に
、
い
ま
全
体
の
約
六
分
の
一
に
当
た
る
＝
二
二

字
か
ら
成
る
本
文
第
一
段
の
導
入
部
に
つ
い
て
、
四
六
の
対
句
の
ま
と
ま
り
毎
に
引
用
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

夫
守
正
修
常
日
道
、
臨
危
制
攣
日
権
。
（
夫
れ
、
生
を
守
り
常
を
修
め
る
を
道
と
日
ひ
、
危
に
臨
ん
で
変
を
制
す
る
を
権
と
日
ふ
）

智
者
成
之
於
順
時
、
愚
者
敗
塩
煙
逆
理
。
（
智
者
は
之
を
順
時
に
成
し
、
愚
者
は
之
を
逆
理
に
敗
る
）

玉
茎
、
錐
百
年
繋
命
、
生
死
難
期
、
而
見
事
主
心
、
是
非
可
辮
。
（
然
れ
ば
則
ち
、
百
年
忌
を
繋
ぐ
に
、
生
死
は
期
し
難
き
と
錐
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
る
に
万
事
・
1
0
を
主
に
す
れ
ば
、
是
非
弁
つ
べ
し
）

今
我
以
王
師
則
准
母
無
職
、
軍
政
則
先
樹
蜂
諌
。
（
今
、
駆
れ
王
師
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
征
有
り
て
戦
う
無
く
、
軍
政
は
則
ち
恵
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
に
し
て
諌
を
後
に
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

將
期
年
復
上
京
、
固
且
敷
陳
大
信
、
敬
承
善
論
、
用
俄
好
謀
。
（
将
に
上
京
を
剋
復
す
る
を
期
せ
ん
と
す
れ
ば
、
固
よ
り
且
に
大
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
敷
き
陳
べ
、
敬
し
ん
で
善
論
を
承
け
、
用
て
好
謀
を
哉
め
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
）
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新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

　
　
且
汝
素
是
遽
畦
、
騨
爲
勤
敵
、
偶
因
乗
勢
、
輯
敢
平
常
。
（
且
つ
汝
は
素
よ
り
遽
虻
に
し
て
、
瞭
か
に
勤
敵
と
為
り
、
偶
ま
勢
に
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
に
因
り
て
、
韓
ち
敢
て
常
を
乱
さ
ん
と
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
か

　
　
遂
乃
幽
趣
二
心
、
霧
弄
神
器
、
侵
凌
城
閾
、
繊
蹟
宮
闊
。
（
遂
に
乃
ち
、
禍
心
を
包
蔵
し
て
、
神
器
を
窃
み
弄
び
、
城
閾
を
侵
等
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
宮
聞
を
稼
穎
さ
ん
と
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
　
既
払
早
雪
浴
天
、
必
見
敗
深
意
地
。
（
既
に
当
に
罪
極
ま
り
て
天
に
浴
す
れ
ば
、
必
ず
や
敗
る
る
こ
と
黒
地
に
深
き
を
見
ん
）

　
こ
こ
で
崔
藩
邸
は
、
典
型
的
な
四
六
文
を
駆
使
し
つ
つ
、
「
王
師
」
即
ち
皇
朝
の
軍
隊
が
正
道
に
則
っ
て
黄
巣
の
好
敵
を
征
伐
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
勝
敗
は
自
明
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
諄
々
と
説
き
起
こ
す
。
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
全
文
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
以

下
第
六
段
ま
で
の
段
落
と
概
要
は
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
冒
頭
の
「
廣
明
二
年
七
月
八
日
、
諸
道
都
窪
検
校
虫
下

某
、
告
黄
巣
」
お
よ
び
末
尾
「
某
告
」
の
計
二
二
字
を
省
く
。
）

　
　
第
二
段
　
　
「
臆
、
唐
虞
已
降
、
部
属
弗
賓
　
～
　
縦
饒
假
氣
無
智
、
早
合
亡
神
奪
魂
」
一
七
五
字

　
こ
こ
で
は
、
古
来
か
ら
近
年
に
至
る
叛
賊
を
引
き
合
い
に
出
し
、
い
ず
れ
も
成
功
し
た
例
は
無
い
こ
と
を
述
べ
る
。

　
　
第
三
段
　
　
「
凡
爲
人
事
、
莫
若
自
知
　
～
　
厚
其
凶
悪
、
写
歴
之
罰
」
一
九
九
字

　
こ
こ
で
は
、
我
が
国
家
に
は
恩
徳
が
あ
り
、
叛
乱
が
長
く
続
い
た
例
は
無
い
こ
と
を
、
「
道
徳
経
」
や
「
左
伝
」
を
引
用
し
て
述
べ
る
。

　
　
第
四
段
　
　
「
今
汝
、
藏
好
匿
暴
、
悪
積
禍
盈
　
～
　
剋
期
旬
朔
、
但
以
好
生
悪
殺
」
一
八
一
字

　
こ
こ
で
は
、
黄
巣
軍
が
脆
弱
で
あ
り
、
一
旦
戦
闘
に
な
れ
ば
、
我
が
軍
が
圧
勝
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
述
べ
る
。

　
　
第
五
段
　
　
「
上
帝
深
仁
、
屈
法
申
恩
　
～
　
早
戸
相
報
、
無
用
見
疑
」
一
一
四
字

　
こ
こ
で
は
、
我
が
皇
帝
は
仁
徳
が
深
く
、
賊
軍
も
大
切
に
取
り
扱
う
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
、
黄
鐘
の
降
伏
を
懲
懸
す
る
。

3
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第
六
段
　
　
「
我
、
命
戴
皇
天
、
信
資
白
水

　
こ
の
最
終
段
で
は
、
以
上
の
叙
述
を
総
括
し
、

下
す
よ
う
に
黄
巣
軍
に
迫
っ
て
い
る
。

～
壁
高
、
愚
夫
之
慮
、
坐
守
狐
疑
」
一
四
三
字

「
叛
し
て
滅
亡
す
る
」
か
、
「
順
じ
て
栄
貴
を
た
も
つ
」

か
、
早
急
に
賢
明
な
判
断
を

　
以
上
に
は
、
崔
致
遠
が
高
駐
に
代
わ
っ
て
海
上
に
告
げ
た
撤
文
の
う
ち
、
導
入
部
と
第
六
段
ま
で
の
概
要
を
掲
げ
た
が
、
果
た
し
て

叛
乱
の
現
場
に
お
け
る
効
果
の
ほ
ど
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
博
文
に
つ
い
て
は
、
既
に
劉
魏
『
文
心
彫
龍
』
撤
移
管
に
分
析
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
、

　
　
凡
轍
之
大
髄
、
或
述
此
休
明
、
或
叙
彼
苛
虐
、
指
天
時
、
審
人
事
、
直
写
弱
、
角
権
勢
～
（
お
よ
そ
激
文
の
総
体
的
な
様
式
と
し
て

　
　
は
、
わ
が
方
の
輝
か
し
き
明
徳
を
述
べ
て
、
敵
の
残
虐
無
道
ぶ
り
を
書
き
た
て
、
、
天
命
の
摂
理
を
指
摘
し
て
、
人
間
社
会
の
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
を
明
ら
か
に
し
、
彼
我
の
強
弱
を
検
討
し
て
、
勢
力
を
比
較
す
る
。
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
検
討
し
た
崔
亘
理
の
「
激
白
墨
書
」
も
、
見
事
に
『
文
士
雛
龍
』
の
指
南
通
り
に
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
『
文

心
離
龍
』
は
も
と
よ
り
、
『
文
選
』
巻
四
十
四
所
収
の
陳
琳
「
為
衰
紹
撤
豫
州
」
を
始
め
と
す
る
諸
種
の
撤
文
を
熟
読
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
崔
致
遠
の
こ
の
博
文
は
、
い
わ
ば
教
科
書
通
り
に
よ
く
出
来
た
博
文
の
佳
作
と
い
っ
て
よ
く
、
崔
致
遠
の
残

存
す
る
文
章
の
中
で
も
情
熱
の
こ
も
っ
た
代
表
作
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
戦
乱
の
現
場
は
一
篇
の
撤
文
で
も
っ
て

戦
局
が
変
わ
る
ほ
ど
容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
折
角
の
崔
零
丁
代
作
に
よ
る
高
駐
の
無
文
も
、
そ
の
後
に
顕
著
な
戦
果
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
す
る
と
、
さ
ほ
ど
芳
し
い
成
果
が
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
対
敵
の
戦
局
に
お
い
て
は
効
果
が
薄
か
っ

た
と
し
て
も
、
対
内
、
つ
ま
り
味
方
内
に
は
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
堅
餅
お
よ
び
顧
雲
を
含
む
皇
朝
軍
に
お

い
て
、
華
麗
な
戦
時
文
書
を
認
め
る
新
羅
人
崔
致
遠
の
評
価
が
一
段
目
高
ま
り
、
そ
し
て
確
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
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顧
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交
遊
に
つ
い
て

四
　
崔
致
遠
と
羅
隠
の
交
遊

3
8

　
　
羅
隠
（
八
三
三
一
九
〇
九
）
は
字
は
昭
々
、
落
蓋
の
人
。
詩
も
て
天
下
に
名
あ
り
、
尤
も
詠
史
に
長
ず
。
然
れ
ど
も
畿
議
す
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

　
　
多
き
を
以
て
の
故
に
、
第
に
中
ら
ず
（
『
旧
五
代
史
』
巻
二
十
四
）
。

　
照
隠
の
伝
記
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
『
旧
五
代
史
』
の
ほ
か
、
『
旧
直
書
』
巻
一
八
一
、
『
五
代
史
部
』
巻
一
、
『
呉
越
備
史
』
巻
一
、
『
唐

才
子
伝
』
巻
九
、
『
十
国
春
秋
』
巻
八
四
等
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
一
面
的
断
片
的
で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
崔
致
遠
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
た
め
に
、
そ
の
性
格
お
よ
び
科
挙
試
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
五
代
史
補
』
の

次
の
記
事
は
、
比
較
的
明
確
に
羅
隠
の
性
格
と
科
挙
と
の
因
果
を
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
あ
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く

　
　
忠
興
在
科
場
、
愚
才
黒
物
、
尤
爲
公
卿
所
悪
、
故
六
墨
不
第
。
（
羅
隠
は
科
場
に
在
り
て
、
才
を
侍
み
物
を
傲
り
、
尤
も
公
卿
の
悪

　
　
む
所
と
為
る
。
故
に
六
た
び
挙
げ
ら
る
る
も
第
せ
ず
）

　
つ
ま
り
羅
隠
は
、
生
来
の
傲
岸
不
遜
が
崇
っ
て
、
推
薦
者
た
る
公
卿
に
嫌
悪
さ
れ
、
科
挙
試
に
次
々
に
失
敗
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

後
世
の
明
・
田
落
成
『
西
湖
遊
覧
志
鯨
』
に
も
、
羅
隠
に
つ
い
て
「
性
傲
睨
」
と
い
う
評
語
が
あ
り
、
ど
う
や
ら
品
薄
は
、
官
僚
社
会

に
あ
っ
て
、
周
囲
と
の
調
和
を
欠
く
が
故
に
、
官
途
に
か
な
り
の
曲
折
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
『
呉
越
備
史
』
に
は
、
「
隠
は
本
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

は
横
、
凡
そ
十
た
び
上
げ
ら
る
る
も
第
に
中
ら
ず
。
遂
に
名
を
更
む
。
」
と
あ
り
、
本
名
は
羅
横
だ
っ
た
も
の
を
、
度
々
の
落
第
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

に
羅
隠
に
改
名
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ど
う
や
ら
羅
隠
は
そ
の
名
の
如
く
、
「
算
し
ま
で
隠
か
っ
た
」
よ
う
で
あ
る
。
更
に
『
唐
才
子
伝
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ

に
は
、
「
乾
符
初
、
進
士
に
挙
げ
ら
る
る
も
、
累
ね
て
第
せ
ず
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
も
し
こ
の
時
に
幸
い
に
羅
隠
が
登
科
を
果
た
し

て
い
た
ら
、
羅
隠
と
顧
雲
、
そ
れ
に
崔
致
遠
は
同
年
の
進
士
と
し
て
、
更
に
深
い
生
涯
の
契
り
を
結
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
記

事
の
信
隆
昌
が
今
一
つ
確
か
で
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
記
事
は
羅
隠
、
黒
雲
、
僧
都
遠
の
三
者
が
同
時
代
人

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
も
し
内
容
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
訓
点
の
落
第
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
威
通
十
五
年
即
ち
受
配
初
年
（
八
七
四
）



の
科
挙
試
は
、

　
こ
こ
に
は
、

三
者
の
交
遊
が
深
ま
る
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

羅
隠
が
自
ら
の
科
挙
落
第
を
詠
ん
だ
「
下
呂
作
」
詩
を
、
『
羅
隠
亡
』
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。

年
年
模
様
】
般
般

何
似
東
蹄
把
釣
竿

巖
谷
護
螢
思
雨
露

彩
雲
終
是
逐
鶴
鷺

塵
迷
魏
閾
身
鷹
老

水
到
呉
門
葉
欲
残

　
　
　
（
1
5
）

至
寛
才
多
也
須
達

不
能
長
與
世
人
看

年
年
　
模
様
　
一
般
般
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

東
帰
し
て
釣
竿
を
把
る
に
何
似
P

　
　
　
　
み
だ

巖
谷
は
　
護
り
に
雨
露
を
思
う
を
労
し

彩
雲
は
　
終
に
是
れ
鶴
鷺
を
逐
う

塵
も
て
魏
閾
に
迷
へ
ば
　
身
応
に
老
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ず

水
呉
門
に
到
り
て
葉
残
れ
ん
と
欲
す

至
尭
　
才
多
き
も
須
ら
く
達
す
べ
く

　
　
　
　
　
く
み

長
く
世
人
に
与
し
て
看
る
能
は
ず

　
こ
こ
に
は
、
落
第
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
、
隠
遁
を
夢
想
し
た
り
、
近
い
将
来
の
栄
達
を
誓
う
羅
隠
の
傷
心
ぶ
り
が
顕
わ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
羅
隠
と
崔
三
遠
と
の
交
往
を
示
す
資
料
は
羅
隠
側
に
は
無
く
、
わ
ず
か
に
高
麗
・
金
上
載
『
三
国
史
記
』
巻
四
十
六
に

載
せ
る
崔
致
遠
伝
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
始
西
遊
時
、
與
江
東
詩
人
急
襲
相
知
。
隠
里
才
自
高
、
不
輕
許
可
、
人
示
亭
主
所
製
歌
詞
五
軸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
文
は
文
意
に
や
や
不
可
解
な
点
が
あ
る
が
、
『
崔
文
學
侯
全
集
』
所
収
「
孤
雲
先
生
事
蹟
」
に
引
く
崔
致
遠
写
の
記
事
は
、
文
意

が
よ
り
明
確
で
あ
る
。

　
　
始
西
遊
時
、
與
江
東
詩
人
羅
隠
相
知
。
壁
面
自
覚
、
不
輕
許
可
人
。
人
山
以
公
所
製
歌
詞
五
韻
、
隠
乃
歎
賞
。
（
始
め
西
遊
す
る
時
、

　
　
　
　
新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

3
9



新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

　
　
江
東
詩
人
羅
隠
と
相
知
る
。
隠
は
《
才
を
》
呑
ん
で
自
ら
高
く
し
、
軽
が
う
し
く
は
人
を
許
可
せ
ず
。
人
示
す
に
公
の
製
す
る
所

　
　
の
歌
詞
五
軸
を
以
て
す
る
に
、
隠
即
ち
歎
賞
す
。
）

　
即
ち
、
崔
駅
馬
が
初
め
て
羅
隠
と
相
知
っ
た
と
き
、
自
ら
高
く
持
し
て
い
た
羅
隠
は
な
か
な
か
他
人
と
接
触
し
な
か
っ
た
が
、
人
が

崔
致
遠
の
歌
詞
五
鼎
を
贈
る
と
、
雲
隠
は
そ
の
才
能
に
嘆
賞
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
断
片
的
な
記
事
で
あ
る
が
、
「
負
革
撃
高
」
と
す
る

羅
隠
の
描
写
は
先
の
伝
記
記
述
と
も
一
致
し
て
お
り
、
記
事
の
信
懲
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
か
の
羅
隠
を
も
歎
賞
せ
し
め
た

崔
致
遠
の
「
歌
詞
五
軸
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
甚
だ
興
味
を
惹
か
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
こ
と
に
言
及
し
た
記
事
は
、
崔
致

遠
の
資
料
か
ら
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
羅
隠
は
、
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、
顧
雲
の
詩
友
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
顧
雲
と
羅
隠
に

は
親
し
い
交
遊
を
示
す
数
多
く
の
詩
文
が
見
ら
れ
る
。
顧
雲
と
景
致
遠
は
科
挙
の
同
年
と
し
て
、
生
涯
の
親
し
い
交
わ
り
を
結
ん
だ
が
、

羅
隠
と
煮
肴
遠
の
言
為
を
示
す
資
料
が
乏
し
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
二
人
の
交
遊
が
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

4
0

五
　
崔
致
遠
と
顧
雲
の
交
遊

　
顧
雲
は
字
は
垂
球
、
池
州
の
人
。
落
去
十
五
年
（
八
七
三
）
の
進
士
、
即
ち
崔
致
遠
と
同
年
で
あ
り
、
両
者
は
共
に
高
梁
の
幕
下
に

あ
っ
て
、
そ
の
公
文
書
の
多
く
を
起
草
し
た
。
土
嚢
遠
の
在
唐
十
六
年
の
う
ち
、
進
士
及
第
後
の
十
年
間
、
最
も
親
し
く
交
遊
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
顧
雲
で
あ
っ
た
。
顧
雲
呑
は
『
全
唐
詩
』
巻
六
三
七
に
輯
録
す
る
外
、
『
貴
池
先
哲
遺
書
』
第
五
に
そ
の
詩
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ま
た
近
年
の
『
全
唐
詩
男
舞
』
中
の
「
全
唐
詩
続
拾
」
巻
三
十
四
に
は
、
顧
雲
が
崔
致
遠
に
送
っ
た
詩
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
V

　
崔
容
量
が
同
僚
と
し
て
の
乱
雲
の
文
才
を
賞
賛
す
る
記
事
は
、
司
徒
相
公
に
「
七
言
紀
音
詩
三
十
首
」
を
献
上
し
た
書
状
「
鰍
詩
癖
」
に
見

え
る
。

　
　
某
霧
覧
同
年
顧
雲
校
書
、
献
相
公
長
啓
一
首
、
短
歌
十
篇
、
學
罰
則
鯨
蝋
海
涛
、
詞
鋒
慧
剣
筒
凝
望
、
備
為
賢
頒
、
永
可
流
傳
。



　
　
如
某
者
、
跡
自
外
方
、
藝
唯
下
品
、
錐
儒
宮
慕
善
、
毎
嘗
窺
顔
・
磯
之
膀
、
而
筆
陣
事
雄
、
未
得
二
曹
・
劉
之
曼
。
（
某
、
窃
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く
も
ん

　
　
同
年
の
顧
下
校
書
の
相
公
に
献
ず
る
長
啓
一
首
、
短
歌
十
篇
を
覧
る
に
、
学
派
は
鯨
の
海
涛
を
噴
す
る
が
ご
と
く
、
詞
鋒
は
剣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ
さ

　
　
雲
漢
に
遣
る
が
ご
と
く
、
備
に
賛
頒
を
為
し
、
永
く
流
伝
す
べ
し
。
某
の
如
き
は
、
跡
は
外
方
よ
り
し
、
芸
は
唯
だ
下
品
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ね

　
　
儒
宮
に
善
を
慕
う
と
錐
も
、
毎
嘗
に
顔
（
淵
）
・
再
（
伯
牛
）
の
胎
を
窺
ひ
、
而
し
て
筆
陣
の
雄
を
争
ふ
も
、
未
だ
曹
（
植
）
・
劉

　
　
（
禎
）
の
塁
を
摩
す
る
を
得
ず
。
）

　
こ
こ
で
崔
尊
卑
は
、
自
ら
を
「
外
方
」
の
新
羅
か
ら
来
た
粗
野
な
文
人
と
卑
下
す
る
一
方
で
、
同
年
の
顧
雲
が
司
徒
相
公
に
呈
上
し

た
長
文
の
書
状
と
短
詩
十
篇
に
つ
い
て
、
「
学
識
が
潮
吹
く
鯨
の
よ
う
に
溢
れ
、
筆
鋒
は
虚
空
を
切
る
剣
の
よ
う
に
鋭
い
。
賛
辞
を
尽
く

し
て
お
り
、
後
世
永
く
伝
わ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
賞
賛
す
る
。
皮
肉
に
も
、
こ
の
顧
雲
の
詩
文
は
散
供
し
、
一
方
の
崔
致
遠
の
「
献
詩
啓
」

及
び
「
七
言
紀
訳
詩
三
十
詩
」
の
み
が
後
世
に
流
伝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
、
崔
致
遠
か
ら
見
た
出
雲
の
才
識
が
生
き
生
き

と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
人
に
よ
る
顧
雲
評
価
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
顧
雲
が
引
致
遠
を
送
っ
た
二
篇
の
送
別
詩
に
つ
い
て
考
察
し
、
崔
耳
遠
の
号
（
一
に
字
に
作
る
）
の
「
孤
雲
」
と
顧
雲
の
関

係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
『
三
国
史
記
』
巻
四
六
の
崔
致
遠
耳
に
、
崔
致
遠
が
い
よ
い
よ
新
羅
へ
帰
国
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
同
僚
の
親
友
顧
雲
が
送
っ
た
送
別

詩
と
し
て
、
次
の
詩
を
載
せ
る
。

我
聞
海
上
三
金
竈
　
　
我
聞
く
　
海
上
に
三
の
金
竈
あ
り
て

金
竈
頭
戴
山
高
高
　
　
金
竈
　
頭
に
戴
く
は
　
山
の
高
き
が
ご
と
く
高
し
と

山
之
上
分
　
珠
宮
貝
閾
黄
金
殿
　
　
山
の
上
に
は
　
珠
宮
・
回
章
・
黄
金
の
殿
あ
り

山
之
下
今
　
千
里
萬
里
之
洪
濤
　
　
山
の
下
に
は
　
千
里
万
里
の
波
涛

4
1

新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て



新
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て

傍
邊
一
黙
鶏
林
碧

竈
山
孕
秀
生
奇
特

十
二
乗
舩
渡
海
來

文
章
感
動
中
華
國

十
八
横
行
戦
詞
苑

一
箭
射
破
金
門
策

傍
辺
の
一
点
　
鶏
林
碧
に
し
て

竈
山
　
秀
を
孕
ん
で
　
奇
特
を
生
ず

十
二
　
船
に
乗
っ
て
　
海
を
渡
っ
て
来
た
り

文
章
　
中
華
の
国
を
感
動
せ
し
む

　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

十
八
　
横
行
に
詞
苑
に
戦
い

一
箭
に
て
　
金
門
の
策
を
射
と
め
た
り

4
2

　
こ
こ
に
は
、
南
方
の
民
歌
風
に
「
分
」
字
を
用
い
つ
つ
、
古
代
東
方
の
神
話
の
設
定
を
借
り
て
、
金
竈
の
鶏
林
（
朝
鮮
）
に
生
ま
れ

た
秀
才
の
餌
薬
遠
が
、
十
二
歳
で
渡
寒
し
、
文
才
で
も
っ
て
名
声
を
あ
ら
わ
し
、
十
八
歳
、
一
箭
で
見
事
に
進
士
及
第
を
射
止
め
た
こ

と
を
賞
賛
す
る
。
分
字
や
神
話
の
援
用
は
、
顧
雲
の
長
年
の
知
友
た
る
崔
致
遠
に
対
す
る
親
し
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
引
用
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
＞

尾
「
一
々
射
破
金
門
策
」
と
は
、
自
ら
苦
い
科
挙
落
第
の
経
験
を
持
つ
顧
雲
と
し
て
は
、
そ
れ
が
賓
貢
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
何
と

も
羨
ま
し
い
異
国
の
秀
才
の
快
挙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
三
国
史
記
』
本
伝
の
引
用
は
以
上
が
全
て
で
あ
る
が
、
送
別
詩
と
し
て

は
、
こ
の
後
の
中
段
に
続
く
で
あ
ろ
う
十
年
に
わ
た
る
高
説
幕
下
の
同
僚
と
し
て
の
崔
致
遠
の
活
躍
、
そ
し
て
末
尾
に
欠
か
せ
ぬ
帰
途

や
帰
国
後
へ
の
配
慮
の
叙
述
が
欠
落
し
て
お
り
、
或
い
は
引
用
部
分
は
全
詩
の
導
入
部
の
み
が
残
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ほ
ぼ
四

百
年
後
の
十
二
世
紀
に
成
っ
た
『
三
国
史
記
』
が
用
い
た
資
料
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
に
は
、
親
友
の
帰
国
を
送
る
顧
雲

の
真
情
が
直
戴
に
語
ら
れ
て
お
り
、
顧
雲
の
侠
詩
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
続
い
て
、
『
三
国
史
記
』
よ
り
や
や
後
に
成
っ
た
高
麗
・
李
仁
老
『
破
牢
集
』
巻
中
の
雀
致
遠
伝
に
、
次
の
よ
う
に
謂
う
。

及
還
郷
、
同
年
薄
雲
賦
孤
雲
篇
以
送
単
三
、
（
郷
に
還
る
に
及
び
、
同
年
の
顧
雲
、
「
孤
雲
篇
」
を
賦
し
て
以
て
之
を
送
り
て
云
う
）



因
風
離
海
上

伴
月
到
人
間

俳
徊
不
可
住

漠
漠
又
東
還

風
に
因
り
て
海
上
を
離
れ

月
を
伴
ひ
て
　
人
間
に
到
る

　
　
　
　
　
と
ど

俳
徊
し
て
　
住
む
べ
か
ら
ず

漠
漠
と
し
て
　
又
東
に
還
る

　
こ
こ
に
は
、
東
方
海
上
の
仙
境
（
蓬
莱
山
）
か
ら
人
間
世
界
に
降
り
た
仙
人
が
、
や
が
て
地
上
に
止
ま
る
こ
と
な
く
東
方
に
還
り
行

く
さ
ま
を
三
雲
的
に
述
べ
る
。
詩
風
は
先
の
送
別
詩
と
同
様
で
あ
り
、
帰
国
間
際
の
得
恋
遠
に
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仙
人
た

る
崔
致
遠
が
地
上
（
中
華
）
に
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
黄
巣
の
乱
に
伴
う
高
駐
の
失
脚
で
あ
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
の
支
持

を
失
っ
た
節
々
遠
は
、
中
国
の
政
治
混
乱
を
目
の
当
た
り
に
し
、
望
郷
の
念
に
駆
ら
れ
、
帰
国
の
意
思
を
鮮
明
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
晩
年
の
崔
審
訊
が
「
孤
雲
」
と
号
す
る
の
は
、
顧
雲
と
崔
致
遠
の
中
国
で
の
十
年
に
わ
た
る
深
い
交
流
、
と
り
わ
け
崔

致
遠
の
帰
国
時
に
送
っ
た
こ
の
顧
雲
の
「
孤
雲
篇
」
に
直
接
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
心
当
の
「
孤
雲
篇
」
は
崔
致
遠
を
東
海
の

仙
人
に
喩
え
、
中
華
の
俗
世
「
人
間
」
に
し
ば
し
「
俳
徊
」
し
て
後
、
や
が
て
元
の
東
海
へ
帰
還
す
る
こ
と
を
、
「
孤
雲
」
に
託
し
て
戯

れ
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
中
華
の
顧
雲
か
ら
す
れ
ば
、
東
海
の
彼
方
か
ら
来
て
、
ま
た
東
海
に
帰
っ
て
ゆ
く
新
羅
の
才
人
崔
致
遠
は
、

正
し
く
東
海
に
浮
か
ぶ
蓬
莱
宮
中
の
仙
人
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
ま
た
、
『
孤
雲
先
生
続
集
』
所
収
の
「
和
顧
量
子
使
暮
春
即
事
」
（
顧
雲
量
使
の
「
暮
春
即
事
」
に
和
す
）
詩
は
、
崔
致
遠
が
記
事
の

「
暮
春
即
事
」
詩
（
不
詳
）
に
和
韻
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

東
風
遍
閲
萬
般
香

意
緒
偏
饒
柳
帯
長

東
風
遍
く
閲
し
て
　
万
般
香
る

　
　
　
　
　
　
ゆ
た
か

意
緒
は
偏
へ
に
饒
に
し
て
　
柳
は
長
き
を
帯
び
た
り

4
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蘇
武
書
廻
深
塞
壷

荘
周
夢
　
落
花
忙

好
凋
残
景
朝
朝
酔

難
把
離
心
寸
寸
量

正
是
浴
折
時
節
也

奮
遊
魂
断
白
雲
郷

蘇
武
の
書
は
　
深
塞
を
廻
り
て
尽
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
あ
わ
た
だ

荘
周
は
夢
に
　
落
花
を
　
ひ
て
忙
し
か
ら
ん

好
し
　
残
景
に
薦
り
て
　
朝
朝
酔
は
ん
と
す
る
も

離
心
を
ば
　
寸
寸
量
り
難
し

正
に
是
れ
　
折
に
浴
す
る
時
節
に
し
て

旧
遊
　
魂
は
断
ゆ
　
白
雲
の
郷

4
4

　
「
養
安
」
は
『
論
語
』
先
進
篇
に
見
え
る
自
由
な
野
外
散
策
の
境
地
を
述
べ
た
語
。
こ
の
詩
の
背
景
は
不
詳
で
あ
る
。
想
像
を
逞
し
く

す
れ
ば
、
新
羅
へ
帰
国
し
た
崔
致
遠
の
下
へ
、
曽
て
中
国
で
共
に
高
駐
幕
下
の
同
僚
で
あ
っ
た
顧
雲
か
ら
の
書
信
が
、
恰
も
落
花
の
時

節
に
は
る
ば
る
届
き
、
そ
れ
に
製
糖
の
「
暮
春
即
事
」
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
た
の
に
感
動
し
て
、
崔
致
遠
が
和
韻
し
た
返
歌
と
し
て
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
句
「
蘇
武
」
「
雄
心
」
と
は
新
羅
の
辺
塞
に
帰
っ
た
引
致
遠
自
身
の
謂
い
で
あ
ろ
う
し
、
第
四
句
「
荘

周
」
と
は
中
華
の
顧
雲
を
指
す
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
響
応
の
原
「
暮
春
即
事
」
詩
が
不
明
な
今
は
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
第
八
句
の

結
び
に
お
い
て
、
崔
致
遠
が
顧
雲
と
の
中
国
で
の
「
旧
遊
」
を
回
顧
し
て
、
「
白
雲
の
郷
」
の
遊
山
を
思
え
ば
「
魂
は
断
」
え
ん
と
す
と

回
顧
す
る
の
は
、
二
人
の
交
遊
が
白
雲
漂
う
隠
者
の
里
へ
の
「
旧
遊
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
顧
雲
、
雀
致
遠
共
に
残
存
す
る
詩

文
が
一
部
分
し
か
な
く
、
証
明
す
る
資
料
に
乏
し
い
の
が
も
ど
か
し
い
が
、
「
雲
」
「
白
雲
」
「
孤
雲
」
等
の
詩
語
は
、
い
ず
れ
も
隠
遁
や

仙
人
の
縁
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
唐
代
に
限
ら
ず
、
歴
代
の
文
人
間
に
お
い
て
、
或
い
は
実
際
に
隠
遁
生
活
を
実
施
し

な
い
ま
で
も
、
一
種
の
理
想
郷
と
し
て
「
白
雲
」
郷
で
の
隠
遁
生
活
を
夢
想
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
雪
雲
が
宇
島
遠
の
帰
国
を
挟
ん
で
送
っ
た
二
篇
の
詩
、
ま
た
崔
致
遠
が
遠
く
中
国
の
顧
雲
と
の
交
遊
を
懐
か
し

く
回
顧
し
た
詩
に
は
、
両
者
の
親
近
の
情
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
以
上
の
挙
例
は
断
片
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
を



総
合
し
て
考
え
れ
ば
、
崔
耳
遠
は
、
顧
雲
の
厚
情
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
帰
国
時
に
顧
雲
か
ら
送
ら
れ
た
「
孤
雲
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

て
、
生
涯
名
の
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

を
自
分
の
号
と
し

六
　
ま
と
め

　
伝
存
す
る
最
初
の
韓
国
人
別
集
と
し
て
名
高
い
『
桂
苑
筆
耕
集
』
二
十
巻
は
、
八
八
五
年
、
そ
れ
ま
で
の
十
七
年
に
及
ぶ
在
唐
生
活

を
終
え
て
祖
国
新
羅
に
帰
国
し
た
崔
致
遠
が
、
翌
年
、
時
の
憲
康
王
に
進
上
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
中
に
は
高
駐
幕
下
で
の
公
文
書

の
代
作
を
多
く
含
む
。
時
に
崔
遥
遠
三
十
歳
、
こ
の
文
集
は
恐
ら
く
異
国
で
物
心
共
に
多
く
の
援
助
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
祖
国
新
羅
国

に
対
す
る
留
学
報
告
書
の
性
格
を
持
つ
と
同
時
に
、
中
国
で
身
に
つ
け
た
自
分
の
漢
文
能
力
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
祖
国
で
の
新
た

な
待
遇
を
求
め
る
就
職
活
動
の
側
面
を
も
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
そ
の
後
の
崔
致
遠
は
中
国
で
の
経
験
が
周
囲
に
も
高
く
評

価
さ
れ
、
没
年
こ
そ
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
今
日
に
至
る
尊
敬
を
か
ち
え
て
五
十
数
年
の
生
涯
を
終
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
崔
致
遠
が
憲
康
王
に
奉
じ
た
と
さ
れ
る
詩
文
は
「
雑
詩
・
賦
及
び
表
採
集
二
十
八
巻
」
で
あ
る
（
『
桂
苑
筆
耕
集
』

自
序
）
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
そ
の
細
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

私
試
今
体
賦
五
首
一
巻

五
言
七
言
今
体
詩
共
一
百
首
一
巻

雑
詩
賦
共
三
十
首
一
巻

中
山
覆
葺
集
一
部
五
巻

桂
苑
筆
耕
集
一
部
二
十
巻

4
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顧
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こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
崔
致
遠
自
身
の
説
明
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
。

　
瞬
時
調
詠
情
性
、
島
物
名
篇
、
日
賦
、
日
華
、
湯
瀬
箱
簾
。
但
以
童
子
粗
刻
、
壮
夫
口
悪
。
及
添
得
魚
、
皆
爲
棄
物
。
（
此
の
時
《
引

用
者
注
”
科
挙
合
格
時
》
情
性
を
調
凹
し
、
物
に
寓
し
て
篇
を
名
づ
け
て
、
曰
く
賦
、
曰
く
詩
、
幾
ん
ど
箱
簾
に
溢
れ
ん
と
す
。
但
だ

　
お
も
　
以
へ
ら
く
童
子
の
蓋
置
に
し
て
、
壮
夫
の
悪
じ
る
所
な
り
と
。
魚
を
得
る
を
添
な
く
す
る
に
及
び
、
皆
棄
物
と
為
せ
り
。
）

4
6

　
こ
の
部
分
は
、
崔
致
遠
が
上
奏
し
た
詩
文
の
目
録
以
前
に
棄
却
し
た
詩
文
の
説
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
崔
致
遠
は
賓
貢
科
合
格
時
に
、

そ
れ
以
前
に
折
り
に
触
れ
て
詠
ん
だ
詩
賦
が
箱
に
溢
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
未
熟
な
習
作
と
し
て
、
科
挙
合
格
を
契
…
機
に

全
て
棄
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
尋
以
浪
跡
東
都
、
筆
作
老
馬
、
遂
有
賦
五
首
、
詩
一
百
首
、
雑
詩
賦
三
十
首
、
共
成
三
篇
。
（
労
い
で
東
都
に
浪
苦
し
、
筆
も
て
飯

　
　
嚢
と
作
し
、
遂
に
賦
五
首
、
詩
一
百
首
、
雑
詩
賦
三
十
首
有
り
て
共
に
三
篇
を
成
す
。
）

　
嘉
言
科
に
及
第
し
た
崔
致
遠
は
、
東
都
洛
陽
で
任
官
の
命
を
待
つ
。
こ
こ
に
倉
庫
遠
が
述
べ
る
詩
・
賦
は
、
こ
の
間
に
認
め
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
残
存
せ
ず
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
奉
呈
の
細
目
に
「
私
試
今
体
賦
」
と
あ
る
と
こ

ろ
が
ら
す
れ
ば
、
科
挙
試
に
出
題
さ
れ
る
詩
や
賦
に
対
す
る
音
信
遠
自
身
の
予
想
模
擬
答
案
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
よ

り
約
七
十
年
ほ
ど
前
、
同
様
に
科
挙
対
策
と
し
て
作
成
し
た
白
居
易
の
出
題
予
想
模
擬
答
案
が
、
幸
い
に
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
一
、

　
（
2
2
）

詩
賦
に
伝
存
す
る
こ
と
は
理
解
の
助
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
崔
致
遠
は
こ
の
後
、
新
た
に
博
学
宏
登
科
の
受
験
を
目
指
す
が
、

資
金
が
底
を
つ
い
て
途
中
で
断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
　
爾
後
調
授
轟
轟
漂
水
野
尉
。
禄
厚
官
費
、
飽
食
終
日
、
仕
優
則
學
、
二
百
寸
陰
。
公
私
所
感
、
有
集
五
巻
、
益
普
選
山
之
志
。
笈

　
　
標
覆
葺
之
名
、
地
響
中
山
、
遂
冠
其
首
。
（
而
後
、
調
さ
れ
て
暴
雨
漂
水
墨
尉
を
授
け
ら
る
。
禄
厚
く
官
は
閑
に
し
て
、
飽
食
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
あ
っ

　
　
こ
と
終
日
、
仕
即
け
れ
ば
即
ち
学
び
、
寸
陰
を
擁
す
る
を
覚
る
。
公
私
為
す
所
、
集
五
巻
、
益
ま
す
励
み
て
山
を
為
す
の
志
有
り
。



　
　
愛
に
覆
篭
の
名
を
標
し
、
地
を
中
山
と
号
す
れ
ば
、
遂
に
其
の
首
に
冠
す
。
）

　
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
中
山
義
僕
集
」
五
巻
は
、
建
水
語
格
で
あ
っ
た
崔
致
遠
が
、
閑
職
と
厚
遇
を
利
用
し
て
一
年
余
り
の
間
に
認

め
た
公
私
の
文
集
で
あ
る
。
中
山
は
江
南
宣
旨
量
水
県
の
東
南
に
あ
る
山
の
名
。
「
覆
葺
」
は
微
少
な
も
の
を
積
み
上
げ
て
い
ず
れ
山
を

為
す
喩
え
。

　
続
い
て
『
桂
苑
筆
耕
集
』
の
自
序
は
、
高
駐
の
幕
下
に
あ
っ
た
四
年
間
に
、
書
記
と
し
て
代
作
し
た
軍
書
等
が
「
萬
有
鯨
首
」
も
あ
っ

た
も
の
を
、
「
之
を
平
し
之
を
下
し
、
十
に
一
二
も
無
」
く
精
選
し
て
『
桂
苑
筆
耕
集
』
二
十
巻
に
ま
と
め
上
げ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
以
上
の
詩
文
集
編
纂
の
経
過
を
見
る
時
、
後
世
の
我
々
は
、
『
桂
苑
筆
耕
集
』
編
纂
時
に
淘
汰
さ
れ
た
十
倍
の
詩
文
や
そ
れ
以
前
に
ま

と
め
ら
れ
た
詩
文
の
散
供
を
惜
し
む
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
新
羅
国
王
に
上
程
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
桂
苑
筆
耕
集
』
二
十
巻
が

伝
存
す
る
事
実
は
誠
に
喜
ば
し
い
。
特
に
上
に
引
用
し
た
『
桂
苑
筆
耕
集
』
の
自
序
文
は
、
崔
致
遠
が
自
ら
文
集
編
纂
の
経
緯
を
語
っ

た
第
一
次
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
彼
が
十
二
歳
で
唐
に
渡
っ
た
経
緯
や
在
唐
生
活
の
大
要
が
こ
こ
に
は
赤
裸
々
に
証
言
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
た
顧
雲
と
の
交
遊
に
つ
い
て
の
資
料
も
、
『
桂
苑
筆
耕
集
』
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
後
世
の
編
纂
で
あ
る
が
、
『
三
国
史
記
』
『
破
閑
集
』
『
孤
雲
先
生
続
集
』
等
に
輯
録
す
る
寒
雲
と
の
交
遊
を
示

す
詩
文
の
多
く
が
、
一
方
の
薄
雲
側
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
今
更
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
記
録
を
残
す
と
い
う
行

為
が
、
時
空
を
超
え
て
後
世
に
如
何
に
禅
益
す
る
か
を
、
誓
事
遠
を
め
ぐ
る
諸
資
料
は
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。
敬
愛
な
宗
教
行
為

と
し
て
の
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
も
偶
々
確
か
な
同
時
代
記
録
と
し
て
伝
存
し
、
崔
温
潤
の
渡
唐
墨
の
情
況
の
理
解
に
大
い

に
役
立
っ
た
。
本
稿
と
直
接
の
関
係
は
無
い
が
、
や
や
時
代
が
早
い
白
居
易
や
菅
原
道
真
の
生
涯
の
履
歴
が
今
日
か
な
り
詳
細
に
解
明

さ
れ
て
い
る
の
は
、
実
に
『
白
山
文
集
』
や
『
菅
家
文
草
』
『
菅
家
導
管
』
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
し
、
他
方
、
李
白
や
王
維
と
も
親
交

が
あ
っ
た
阿
部
仲
麿
（
晃
衡
）
に
自
編
の
詩
文
集
が
残
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
事
跡
や
評
価
は
更
に
詳
細
で
具
体
的
な
も
の
に

な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
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・
顯
雲
の
交
遊
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て

　
白
居
易
の
『
白
鴎
文
集
』
は
詩
文
集
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
作
者
の
強
い
意
図
が
働
い
て
、
幸
い
に
そ
の
多
く
が
今
日
に
伝
わ

る
と
い
う
幸
運
に
結
び
つ
い
た
が
、
崔
致
遠
の
『
桂
苑
筆
耕
集
』
は
、
そ
の
編
纂
の
直
接
の
契
機
は
、
時
の
国
王
に
上
程
し
た
自
ら
の

留
学
報
告
、
つ
ま
り
就
職
活
動
で
あ
っ
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
時
点
で
、
さ
ほ
ど
重
要
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
詩
文
が
、

「
之
を
下
し
之
を
済
し
、
十
に
一
二
も
無
い
」
ま
で
に
精
選
さ
れ
、
棄
て
ら
れ
た
の
は
、
惜
し
み
て
余
り
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
作
者
自
編
に
な
る
韓
国
人
最
初
の
別
集
が
ほ
ぼ
完
壁
な
ま
ま
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
幸
運
を
、
後
世
の
我
々
は
素
直
に
慶
賀

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
資
料
の
多
量
の
散
逸
が
懸
念
さ
れ
る
晩
唐
詩
人
の
研
究
に
お
い
て
、
小
稿
で
論
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
早
に

失
わ
れ
た
羅
隠
や
顧
雲
の
詩
人
活
動
の
一
端
が
、
崔
致
遠
と
の
交
遊
の
側
面
か
ら
照
射
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
慶
事
の
一
で
あ
る
。

4
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
　
注

「
孤
雲
先
生
事
蹟
」
所
収
「
家
乗
一
。

日
本
で
は
今
西
龍
「
新
羅
崔
致
遠
望
」
（
『
新
羅
史
研
究
』
所
収
。
京
城
・
近
沢
書
店
、
昭
和
八
年
）
、
周
藤
吉
之
「
新
羅
末
の
文
士
崔
致
遠

伝
一
と
く
に
同
年
進
士
の
友
面
擦
の
事
蹟
に
つ
い
て
」
「
唐
末
准
南
高
駐
の
下
篇
体
制
と
黄
巣
徒
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
i
新
羅
末
の
崔

致
遠
の
著
『
桂
苑
筆
耕
集
』
を
中
心
と
し
て
一
」
（
い
ず
れ
も
『
宋
・
高
麗
制
度
史
研
究
』
所
収
。
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）
等
の
先
行

論
文
が
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
・
謝
海
平
『
唐
代
詩
人
与
奪
華
外
国
人
之
文
字
交
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

小
稿
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
論
文
と
し
て
、
許
古
言
「
崔
致
遠
の
在
陣
生
涯
に
対
す
る
小
考
」
（
『
中
国
語
文
学
』
十
、
嶺
南
中
国
語
文
学
会
、

一
九
八
五
年
。
原
文
は
ハ
ン
グ
ル
文
）
を
参
照
。
な
お
、
韓
国
に
お
け
る
崔
耳
遠
研
究
に
つ
い
て
は
、
濱
田
耕
作
教
授
（
九
州
大
学
・
朝

鮮
史
学
）
を
通
じ
て
関
係
論
文
目
録
を
提
示
さ
れ
た
が
、
ハ
ン
グ
ル
に
不
如
意
な
筆
者
は
研
究
動
向
の
把
握
が
十
分
で
な
い
憾
み
が
あ
り
、

関
係
者
の
ご
教
示
を
願
う
。

『
全
唐
詩
』
（
中
華
世
局
、
一
九
六
〇
年
）
第
二
十
五
冊
に
市
河
世
寧
『
全
唐
詩
逸
』
が
補
刻
さ
れ
、
『
全
唐
詩
外
編
』
（
中
華
書
局
、
一
九

八
二
年
）
巻
二
十
、
お
よ
び
『
全
唐
詩
補
編
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
に
墨
田
遠
忌
が
補
録
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
陳
尚
君
輯
校
の
『
全

唐
詩
補
翼
』
所
収
「
全
唐
詩
続
澄
し
巻
三
十
四
に
は
、
小
稿
に
密
接
に
関
係
す
る
顧
雲
の
崔
致
遠
送
別
詩
を
輯
録
す
る
。
な
お
、
『
桂
苑
筆



（
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（
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5
）

（
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6
）

（
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耕
集
』
伝
馬
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
萬
曼
『
論
集
三
面
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
○
年
）
＝
二
五
頁
「
桂
苑
筆
耕
」
を
参
照
。

高
麗
仁
宗
二
三
年
（
一
一
四
五
）
成
立
。

『
崔
文
昌
侯
全
集
』
（
成
均
館
大
学
校
大
東
文
化
研
究
院
影
印
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。

亜
細
亜
文
化
社
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。

新
羅
人
の
賓
貢
進
士
。
『
太
平
広
記
』
巻
五
十
三
に
大
中
十
一
（
八
五
七
）
年
の
上
表
文
に
言
及
す
る
。
因
み
に
八
五
七
年
は
崔
致
遠
の
生

年
で
あ
り
、
崔
致
遠
に
と
っ
て
、
金
可
記
は
唐
朝
で
活
躍
中
の
郷
土
出
身
の
大
先
輩
と
な
る
。
後
に
崔
致
遠
も
賓
貢
進
士
を
授
け
ら
れ
る

こ
と
は
後
述
す
る
が
、
崔
致
遠
や
そ
の
父
を
含
む
関
係
者
に
と
っ
て
、
金
可
記
（
或
い
は
そ
の
他
の
同
様
の
履
歴
を
有
す
る
先
輩
）
は
憧

れ
の
目
標
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
金
可
記
は
金
可
紀
と
も
記
す
る
。

詳
細
な
訳
注
書
に
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
（
四
冊
、
鈴
木
学
術
財
団
、
昭
和
三
九
年
）
、
研
究
書
に
E
．
0
．
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
著
、
田
村
完
二
三
『
甘
苦
目
代
中
国
へ
の
旅
』
（
原
書
房
、
一
九
八
四
年
、
ま
た
実
業
之
日
本
社
、
一
九
六
三
年
、
及
び
講
談
社
学
術

文
庫
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
り
、
深
谷
憲
一
訳
を
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
に
収
め
る
。
更
に
点
校
本
に
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
（
顧
承

甫
等
登
校
、
上
海
尊
重
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
、
校
註
本
に
白
化
文
等
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
校
註
』
（
花
山
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
二

年
）
等
が
あ
る
。

陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

遼
寧
民
族
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

斐
瞭
は
、
崔
致
遠
が
受
験
し
た
科
挙
試
験
の
主
任
試
験
官
（
座
主
）
の
再
従
弟
。
同
書
冒
頭
に
「
右
件
人
、
寵
臣
座
主
侍
郎
再
従
弟
」
の

語
が
あ
る
。

興
膳
宏
訳
に
よ
る
。
『
陶
高
明
・
文
心
離
龍
』
（
世
界
古
典
文
学
全
集
二
五
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
三
年
）
。

中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

『
羅
隠
集
』
雍
文
華
校
に
よ
れ
ば
、
「
才
多
」
は
一
本
に
「
窮
多
」
ま
た
「
窮
途
」
に
作
る
。

清
・
劉
世
桁
輯
、
民
国
九
年
（
一
一
二
〇
）
刊
。

陳
尚
君
輯
校
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
。
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て



新
羅
・
崔
致
遠
と
晩
唐
・
顧
雲
の
交
遊
に
つ
い
て

（
1
8
）
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（
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0
）

（
2
1
）

（
2
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）

『
桂
苑
筆
耕
集
』
巻
十
七
所
収
。

羅
隠
に
「
送
顧
掌
篇
第
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
六
三
）
、
お
よ
び
鄭
谷
に
「
同
志
五
雲
下
蔭
出
京
偶
有
寄
勉
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
町
会
七
六
）

が
あ
る
。

「
支
使
」
は
『
孤
雲
先
生
文
集
』
巻
一
に
「
友
使
」
に
作
る
の
は
誤
り
。
『
新
篇
書
』
巻
四
十
九
下
、
百
官
志
四
下
に
、
節
度
使
の
属
官
と

し
て
「
支
使
」
の
名
が
見
え
る
。
斜
走
は
崔
愚
説
と
共
に
准
南
節
度
使
高
餅
の
幕
下
に
あ
っ
た
。

崔
致
遠
の
字
と
さ
れ
る
「
海
雲
」
ま
た
「
海
夫
」
に
つ
い
て
も
、
崔
致
遠
の
渡
唐
に
伴
う
渡
海
行
為
と
密
接
に
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
。

即
ち
『
孤
雲
先
生
文
集
』
巻
一
所
収
の
次
の
「
黒
海
」
詩
は
、
詩
作
の
具
体
背
景
は
定
か
で
は
な
い
が
、
詩
題
や
詩
内
容
か
ら
す
る
と
、

雀
致
遠
が
実
際
に
海
上
で
、
或
い
は
新
羅
へ
の
帰
国
途
上
の
海
上
で
構
想
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ

　
　
掛
席
浮
槍
海
　
　
席
を
掛
け
　
槍
海
に
浮
か
べ
ば

　
　
長
風
萬
里
通

　
　
乗
嵯
思
漢
使

　
　
採
藥
憶
秦
童

　
　
日
月
無
何
外

　
　
乾
坤
太
極
中

　
　
蓬
莱
看
腿
尺

　
　
吾
且
訪
仙
翁

岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』

長
風
　
万
里
に
通
ず

嵯
に
乗
り
て
は
　
漢
使
を
思
ひ

薬
を
採
り
て
は
　
秦
童
を
憶
ふ

日
月
は
無
何
（
有
）
の
外

乾
坤
は
太
極
の
中
に
あ
り

蓬
莱
を
腿
尺
の
う
ち
に
看
れ
ば

吾
は
且
ら
く
仙
翁
を
訪
は
ん

四
（
明
治
書
院
、
平
成
二
年
）
参
照
。

5
0

（
※
）
本
稿
は
、
平
成
1
3
～
1
4
年
度
九
州
大
学
P
＆
P
「
冥
鑑
遠
路
『
桂
苑
筆
耕
集
』
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」

　
　
究
院
教
授
）
に
参
加
し
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
代
表
：
濱
田
耕
策
人
文
科
学
研


